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議
一刈臥
ト龍
総務
…I

緑
の
深
淵
を
た
た
え
、
今
も
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
る
名
勝
「
臥
龍
淵
」
。

古
く
か
ら
、
肱
川
の
深
い

淵
に
は
竜
が
住
む
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
臥
龍
淵
に

も
、
い
く
つ
か
の
竜
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま

す。

今月号のみところ

スポーツ ...p2~ 3 ODo ，/ 

人 口

男

女

世帯数

面 積

市民のうこ‘き

平成 4年 4月30日現在

39，396人 (+83)

18，702人 (+29)

20，694人 (+54)

13，205世帯 (+110) 

240.99平方キロメートル

今月の閉庁土曜Eは

6月13日と27日です
市民の皆様のこ・理解とと協力をお願いします。

い
つ
の
時
代
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
洲
地
方
に
日
照
り

が
続
き
、
農
民
た
ち
が
な
ん
ぎ
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で

す
。
誰
と
な
く
「
ひ
と
つ
、
竜
に
お
願
い
し
て
雨
を
降
ら

し
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
雨
乞
い
の
踊
り

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
踊
り
始
め
て
し
ば
ら
く
す

る
と
、
一
天
に
わ
か
に
か
き
曇
り
、

激
し
い
雨
が
降
り
始
め
ま
し
た
。
す

る
と
、
臥
竜
淵
の
水
面
が
激
し
く
波

立
ち
、
一
頭
の
竜
が
、
激
し
い
稲
妻

の
中
を
天
に
向
か
っ
て
昇
っ
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
う
い
う
話
も
残
っ
て
い

ま
す
。
昔、

士山
保
町
に
美
し
い
娘
が

住
ん
で
お
り
ま
し
て
、
そ
こ
を
毎
夜

訪
れ
る
美
し
い
お
小
姓
が
お
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
気
伺
い
た
娘
の
父
親
が
、

あ
る
夜
お
小
姓
の
後
を
つ
け
て
み
ま

す
と
、
臥
龍
の
淵
ま
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
お
小
姓
は
、
水
際
近
く
で
急

に
振
り
返
る
と
、
悲
し
そ
う
な
目
で

父
親
を
見
つ
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

身
を
踊
ら
せ
て
水
中
へ
飛
び
込
む
と
、

一
頭
の
金
色
に
輝
く
竜
と
な
っ
て
沈

ん
で
い
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

今月の納税は

市県民税 1
納期は 6月30日です。

期

0この社会あなたの税が

生きている...・ H ・.....p4 

0大洲の昔ぱなしが

本にな った/……P6 

水道の水

おいしい*.....….p8 

....p 11 

0安心です

oうかい市民サービスデー



ヲ←ルオープン
7~月1日

平野総合場運動公園

使用区分 種 別 使 用 料

大 人 l人1回 360円

主国立 通券
高・中学生 1人1回 260円

{固
小学生 1人1回 210円

幼(4歳以」二)児 1人1回 100円

大 人 11枚綴 3，600円

人 害リ ヲ| 券
高・中学生 11枚綴 2，600円

小学生 11枚綴 2，100円

幼(4歳以上)児 11枚綴 1，000円

団
30人以上 普通料金の 1割引

50人以上 普通料金の 2割引
イ本

100人以上 普通料金の 3割引

運
動
公
園
水
泳
プ

l
ル
が
、
今
年

も
七
月

一
日
制
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

幼
児
プ

l
ル
や
流
水
プ

l
ル
、
そ

れ
に
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ

l
ル
と
魅
力
が

一
杯
。
大
人
も
子
供
も
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
時
間
は
次
の
と
お
り
で

す
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
プ
ー
ル
使
用
料
は
表

I
の
と

お
り
で
す
。

{
オ
ー
プ
ン
時
間
}

7
月
1
日
か
ら
8
月
紅
白

9
時
初
分
か
ら
口
時

監
視
員
」?

を

募

集

事
務
員

プ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
監

視
員
と
事
務
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

水泳プール使用料表 I

募
集
人
員

監
視
員
約
二
十
八
人

事
務
員
約
八
人

募
集
対
象
高
校
生
(
学
校
長
の
許

可
及
び
保
護
者
の
同
意
を
得
た
も

の
に
限
る
)
・
大
学
生
(
短
大
生

を
含
む
)
・

一
般
(
原
則
と
し
て

却
歳
未
満
)

雇
用
期
間

7
月
1
日

1
8
月
白
日

9
時
1
げ
時
却
分

※
た
だ
し
、
休
み
は
月
曜
か
ら

金
曜
の
聞
に
、
交
代
で
と
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
間
及
び
方
法

6
月
日
日
間
ま
で
に
履
歴
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
採
用
に
つ

い
て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

申
込
先
大
洲
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
体
育
課
宮
⑫
2
1
1
1
内
線

q
u
o
o
Q
U
 

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111

一
時
保
育
は

l
J

地
域
保
育
セ
ン
タ
ー

一

ー
で
し

市
で
は
、
今
年
も
大
洲
乳
児
保
育

所
に
お
い
て

H

一
時
的
保
育
事
業
山

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
労
働
・

職
業
訓
練
・
就
学
な
ど
の
た
め
に
、

原
則
と
し
て
、
平
均
週
三
日
を
限
度

と
し
て
断
続
的
に
家
庭
保
育
に
支
障

が
で
き
た
場
合
、
一
日
を
単
位
と
し

て
、
大
洲
乳
児
保
育
所
で
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
傷
病
・
災

害
・
出
産
な
ど
の
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
・

一
時
的

に
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も

2 

預
か
っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

地
域
保
育
セ
ン
タ
ー
と
銘
打

っ
た

こ
の
事
業
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、

大
洲
市
福
祉
事
務
所
(
宮
⑫
2

1
1

1
内
線
2
7
0
)
又
は
大
洲
乳
児
保

育
所
(
宮
⑫
4

4
1
8
)
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

保
育
の
対
象
児
童
は
、
就
学
前
の

お
子
さ
ん
で
、
保
育
時
間
は
、
午
前

七
時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
(
た
だ

し
、
土
曜
日
は
午
後
五
時
)
ま
で
で

す
。
な
お
、
利
用
児
童
一
人
に
つ
き
、

一
日
千
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

国家公務員採用E種試験募集
人 事 院 四 国事務局では、高等学校卒

業 程 度 の 知 識、技術等を必要とする初

級係員などの採用試験を、次のとおり

行います。

【試験の区分】

行政事務A.B、郵政事務A.B、

税務、電気、機械、土木、建築、化学、

農業、農業土木、林業

【受験資格】

昭和44年 4月 2日から昭和50年 4月 1

日(税務のみ、昭和47年 4月 2日から

昭和50年 4月 1日)の聞に生まれた人。

【申込受付期間】

7月 1日-7月 8日

【試験日程 ]

1次試験: 9月13日

2次試験:10月21日-11月 5日

[問い合わせ先]
人事院四国事務局

〒 760高松市松島町 1-17-33 

宏量0878-31-4765

年度4 平成
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市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
整

備
の
進
め
ら
れ
て
い
た

H

徳
森

公
園
H

が
完
成
し
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
場
と
し
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
圏
内
の
各
施
設
の

使
用
料
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

使
用
を
希
望
す
る
人
は
、
市
立

平
公
民
館
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
宮
⑫
1

1
3
1

月 曜日壱オーブシI
市では、市民の皆様のご要望に 総

A 

体
育
館

お応えして、総合体育館を月曜日

も開館することにしました。使用

んのご利用をお待ちしています。

料などは従来どおりです。市民ス

ポーツの殿堂として、多くの皆さ

施設の 使用者の別

名称
区 分 使用時 間 摘 要

一 般 学 生

全 日 3.700円 1.850円 2分の 1面
多目的

団体が専用 午 円り 1.850円 920円 使用時は、

グラウ
する場合

左記の料金

ンド 午 後 2.260円 1.130円 の半額とす

3時間以内 1.230円 610円
る。

1日券 510円 250円

イ固 人 1ヵ月定期券 1.030円 510同 1面につき

テニス
6力月定期券 5.150円 2.570円

コー ト

団体が専用 全 日 2.060円 1.030伺

する場合
1liiiにつき

半 日 1.030円 510円

ゲート
団体が専用 全 日 410円 200円

ポール
する場合

1liiiにつき
コー ト 半 日 200円 100円

夜 間 団体が専用 1時間 2.780円とし、 2分の 1面点灯時は、その

照明 する場合 半額とする。

運動施設使用料

児
童
手
当
の
現
況
届

6月中に手続を

管理センタ一使用料
使用時間 午前8時30分 午後 1時から 午後5時から 午前8時30

区分 から正午まで 午後5El寺まで 午後10時まで ら午後10時ま

会議室 510円 510円 770円 1 . 5 4 0円

研修室 610円 610円 920円 1 . 8 5 0円

大ホール 2.260同 2.260円 3.390円 6.790円

午円Ij8時30分から午後 5時まで継続して使用する場合の使用料は、

それぞれの合計額の10分の8の額とする。
2 冷房使用料は、会場使用料の10分の5の額とする。

3 暖房使用料は‘会場使用料の10分の3の額とする。

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
聞
に
、

「児
童
手
当
現
況
届
」
を

大
洲
市
福
祉
事
務
所
又
は
各
連
絡
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
屈
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
や
、
六
月
一
日
現
在
で

の
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
に
、
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
も
の
で
す
。

期
限
内
に
提
出
し

な
い
と
、
引
き
続
い
て
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
、
六
月
分
以
後
の
手
当
の

支
払
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
必
ず
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
屈
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

六
月
上
旬
ま
で
に
送
付
す
る
予
定
で

す
。
六
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が

届
か
な
い
場
合
に
は
、
福
祉
事
務
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
の
児
童
手
当
の
受
給

要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
要
件
に

該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
手
当
の
申
請

を
し
て
い
な
い
人
は
、
福
祉
事
務
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

-
受
給
要
件

a'

三
歳
に
満
た
な
い
児
童
又
は
、

三

歳
に
満
た
な
い
児
童
を
含
む
二
人
以

上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

O
公
務
員
は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
庶
務
係

ま
で
。
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
7
4

3 



この社会

あなたの税が

生
き
て
い
る

六
月
は
、
市
民
税
・
県
民
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。
本
年
度
も

昨
年
度
に
引
き
続
き
地
方
税
法
の

一

部
が
改
正
さ
れ
、
市
民
税
・
県
民
税

に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

{
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
}

一

均
等
割

・
所
得
割
の
非
課
税
限

度
額
の
引
き
上
げ

低
所
得
者
の
税
負
担
に
配
慮
す
る

た
め
、
均
等
割
・
所
得
割
の
非
課
税

限
度
額
が
表
1
の
通
り
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

改 正 前 改 正 後

均 27 2万円×家族数 27.2万円×家族数
等

害1 十加算額 3.2万円 十加算額 6.4万円

所 34万円×家族数 34万円×家族数
i守白
害1 +加算額 15万円 +加算額 19万円

※加算額は、扶養家族を有する場合にのみ加算

表

二

寄
附
金
控
除

対
象
範
囲
に
住
所
地
の
日
本
赤

字
社
都
道
府
県
支
部
が
加
え
ら
れ

?
レ
ふ
心

。

三

そ

の
他

イ
土
地
譲
渡
益
に
係
る
特
例

率
等
の
改
正

ロ
み
な
し
法
人
課
税
を
選
択

た
場
合
の
特
例
制
度
の
廃
止

(
平
成
六
年
度
分
の
個
人
住

税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。一

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
4
6
1
2
4

県 =

愛媛県では、 「生活文化県政プラン 21J に掲げた構想

の 具体化をはじめ、 当 面 す る 重 要 課 題 を 着 実 に推進でき

る体制を整えるため、 4月 1日付けても組織改正を発表し

ました。

主 な 改 正 内 容 は次のとおりです。

正
媛

改
=愛

を織系且

4 

改正内容 t~ 当 事 務 等

「知事公室J(秘書課、 開かれた県政及び地域レベルの国際化を一層

広報公聴課、国際交流 促進するため、知事に直結し、機動的、弾力的

諜)の設置 な対応が行えるよう、 「知事公室」を設置しま

した。

伊予二島病院、南宇和 0伊予二島病院

病院及び新居浜病院の 「泌尿器科」、 「麻酔科」及び「循環器科」

組織強化 を増設しました。

0南宇和病院

「皮膚科」、 「;必尿器科」、 「麻酔科」及び ， 

「脳神経外科」を増設するとともに、 「人工透

析室」を設置しました。 改正内容 t~ 当 事 務 等
0新居浜病院

「救命救急センター」を設置するとともに、
「全国豊かな海づくり 平成5年度c本県で開催される「第13回全国

「麻酔科」及び「循環器科」を増設することに
大会準備室」の設置 豊かな海づくり大会」の準備を行うため、水産

しています。 (4年8月1日実施予定)
局に「全国豊かな海づくり大会準備室」を設置

瀬戸内海大橋架橋用地 瀬戸内海大橋の平成10年度末の完成に向け、
しました。

事務所「用地課」の設 体制を強化するため、 「課制」を敷きました。 試験研究機関の「フイ 農林水産部及び商工労働部関係の研究機関に

置
ン制」の実施 ついて、研究指導責任体制を明確にするため、

「愛媛県花き総合指導 栽培技術の向上、消費の拡大、花との触れ合
ライン制としました (主席研究員を廃して、室

センター」の設置 いの場づくリ等のため、幅広い花きの総合指導
制としました)。

機関として「愛媛県花き総合指導センター」を
また、保健環境部及び水産局関係の研究機関

設置しました。
についても、整合性をとるため、室制に改めま

した。



施実区地処田

二国土調査二

国
土
調
査
は
、
本
年
度
か
ら
平
成

七
年
度
に
渡
り
、
田
処
全
域
の
調
査

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

国
土
調
査
は
、
科
学
的
な
測
量
技

術
に
よ
り
、
現
実
に
即
し
た
新
し
い

公
図
を
作
成
す
る
も
の
で
、
皆
さ
ん

の
大
切
な
土
地
を
守
る
た
め
の
調
査

で
す
。
平
成
四
年
度
は
、
そ
の
公
図

を
作
成
す
る
た
め
に
、
七
月
か
ら
三

つ
の
作
業
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

ま
ず
第

一
に
、
一
筆
地
調
査
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
筆
の
土
地
に

つ
い
て
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
・
地

番
及
び
地
目
の
調
査
、
並
び
に
境
界

に
つ
い
て
の
調
査
確
認
を
行
う
作
業

で
、
国
土
調
査
で
最
も
重
要
な
作
業
'
い

で

す

。

相

第
二
に
、
測
量
の
基
準
点
と
し
て
杭

地
籍
図
根
三
角
点
を
埋
石
。
第
三
に
、
性

各
個
人
間
の
境
界
の
測
量
に
必
要
な
山

基
準
点
と
し
て
、
地
籍
図
根
多
角
点
的
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で

プ
ラ
ス
チ

y
ク
杭
を
設
置
し
ま
す
。
ハ
い
す
か
。
六
月

一
日
は
、
人
権
擁
護
委

こ
の
石
や
杭
は
、
耕
作
や
仕
事
な

W

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

ど
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
る
か
が
昭
和
二
十
三
年
に
、
ま
ず
、
政
令

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
拾
に
基
づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
大
洲

は
長
年
に
渡
っ
て
、
皆
さ
ん
の
土
地
品
設
け
ら
れ
、
翌
二
十
四
年
六
月

一
日

市

の

人

権

擁

護

委

員
は
次
の
と
お
り

を
護
り
、
新
し
い
公
図
を
作
成
す
る

W

に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

上
で
測
量
の
骨
格
と
な
る
も
の
で
す
制
し
た
。
言
い
か
え
る
な
ら
、
国
民
の
守
勺
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

か
ら
、
抜
い
た
り
動
か
し
た
り
し
な
治
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
民
く
だ
さ
い
。

い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ハ
ハ
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
と
も
言
え
一
人
権
擁
護
委
員
}

…

一

い

る

機

関

の

誕

生

で

し

た

。

こ

れ

が

、

氏

名

住

所

電

話

何
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。
玉
木
道
輝
(
北
只
)
⑫
3
7
9
4

州

全

国

人

権

擁

護

委

員

連

合

会

は

、

亀

井

悦

子

(

大

洲

)

⑪
5
7
3
0

附
六
月

一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
東
定

一
郎

(森
山
)
⑫
0
0
2
5

W

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
に
、

一
層

山

根

義

徳

(

市

木

)

⑫

4
6
3
2

似
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
森
本
幸
衛
(
藤
縄
)
⑫
0
8
7
7

対

す

。

神

山

毒

子

(

上

須

戒

)

⑫

0
9
5
7

人
権
の
番
人

人
権
擁
護
委
員

大洲市

(柳沢)

市
内
に
農
地
(
田
旬、畑
)
を

所
有
じ
て
い
石
人
ヘ

長
浜
町

土
地
改
良
区
定
款
第
二
十
四
条
の

規
定
に
基
づ
い
て
徴
収
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
「
経
常
賦
課
金
」
が
、

平
成
四
年
度
か
ら
、
十
ア
ー
ル
当
り

二
百
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

今
年
三
月
三
十
一
日
開
催
の
第
十
九

回
通
常
総
代
会
に
わ
い
て
可
決
さ
れ

た
も
の
で
す
。

農
業
経
営
の
困
難
な
時
期
に
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、

農
地
十
ア
ー
ル
未
満
の
所
有
者
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
、
こ
の
経
常

賦
課
金
を
免
除
し
ま
す
。
(
土
地
改

良
法
第
3
条
)

こ
の
件
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
大
洲
市
土
地
改
良
区
ま
で
。

宮

(
ω
4
5
8
1

民
)



げ，本
巴
ち
つ
だ
/
-

こ
の
度
、
市
教
育
委
員
会
が
「
大

洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
と
い
う

本
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
市
内
各
地
で
歌
わ
れ
、

語
り
継
が
れ
て
き
た
郷
土
の
民
謡
や

民
話
を
後
世
に
伝
え
残
し
て
い
こ
う

と
、
一
年
が
か
り
で
編
集
し
た
も
の

で
す
。
昔
ぱ
な
し
編
と
里
う
た
編
か

ら
成
り
、
昔
ぱ
な
し
五
十
五
編
と
わ

ら
べ
う
た
・
民
謡
な
ど
四
十
題
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
十
人
の
編

集
委
員
が
各
班
に
分
か
れ
て
地
域
に

入
り
、
お
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
話
な

ど
を
参
考
に
、
大
洲
の
方
言
を
散
り

ば
め
た
親
し
み
の
あ
る
文
体
と
な
る

よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
更
に
、
表
紙

絵
や
裏
絵
は
元
教
諭
の
井
上
高
明
氏

が
、
挿
し
絵
に
は
市
内
の
小
中
学
生

の
手
に
よ
る
絵
が
使
わ
れ
る
な
ど
、

近
親
感
あ
ふ
れ
る
編
集
と
な
っ
て
い

ま
す
。編

集
に
あ
た
っ
た
渡
辺

一
行
委
員
噌

長
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。
相

「
こ
の
本
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
を
問

偲
ぶ
な
つ
か
し
い
先
人
の
歌
や
昔
ば
問

な
し
を
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
向

が
で
き
れ
ば
・
・
・
ま
た
、
伝
え
て
向

い
こ
う
と
い
う
思
い
を
、
皆
さ
ん
が
可

抱
く
よ
う
に
な
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
明

と
願
っ
て
い
ま
す
。
」

叩

本
は

A
5
判
百
五
十
ペ
ー
ジ
も
の
却

で
、
発
行
部
数
は
二
千
部
。
教
育
機
取

聞
に
配
布
し
た
後
、
残
部
を

一
冊
千
明

円
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。
部
数
に
拘

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
購
入
を
希
時

望
す
る
人
は
、
最
寄
り
の
公
民
館
も
問

し
く
は
図
書
館
、
博
物
館
へ
お
申
し
向

込
み
く
だ
さ
い
。

持

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
叩

育
体
育
課
ま
で
。

申

告
⑪
2
1
1
1
内
線
3
7
4

モ <t~.，..=ザ信也管

5月から国の行政機関は、

すべての土曜日が

休みになりました

暴
力
団
を

一
め
出

か
ら
社
会
か

暴
力
団
な
ど
と
の
対
応
に
お
い
て

は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ

一
毅
然
と
し
た
態
度
で
応
対
し
ま

?レレム
F

P

「ノ
。

二
話
し
合
い
は
、
自
分
の
有
利
な

場
所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
絶
対
、

暴
力
団
事
務
所
に
は
行
か
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

三

応
対
は
二
人
以
上
で
行
い
、
早

く
切
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

四
録
音
機
を
生
か
し
、
相
手
の
要

~匂~~ 

大洲市内でも、公共職業安定所、税務署、法務局な

どが休みになりました。ただし、次の行政機関は土曜

-土曜日・日曜日でも交替勤務のところ

。国立病院・国立大学付属病院の病棟部門

。主要な国際空港の税関・地方入国管理局・検疫所

。配達を行う郵便局の郵便部門

・週末に利用率が高いところ

など

日でも事務を行います。

6 

など。美術館。博物館

求
は
メ
モ
し
ま
し
ょ
う
。

五
で
き
る
だ
け
早
く
警
察
に
相
談

?
レ
宇
ナ
し
ょ
h

フ
。

六
断
る
べ
き
と
こ
ろ
は
、
は

っ
き

り
断
り
ま
し
ょ
う
。

七
相
手
の
要
求
に
屈
し
て
、
文
書

を
作
成
し
た
り
、
押
印
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し

ょ
う
。

八
相
手
の
住
所
・
氏
名
・
使
用
車

両
の
ナ
ン
バ
ー
を
メ
モ
し
て
お
き

ま
し
ょ
-フ
。

九
脅
し
ゃ
暴
力
を
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
と
き
は
、
一

一
O
番
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

十
信
頼
で
き
る
弁
護
士
と
相
談
し

宇
ナ
ー
し
ょ
弓
ノ
。
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野菜が豊富で安いですね

山口県出身

ゑ
w
a
d

v
出
身
は
、
山
口
県
の
厚
狭
郡
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。

V
主
人
と
は
、
大
学
時
代
に
東
京
で

知
り
合
い
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し

て
か
ら
二
年
ほ
ど
郷
里
で
教
鞭
を
と

り
、
結
婚
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
京

いづみさん

奥さん訪問

西田

" ， 

観
光
客
の
集
ま
る
ま
ち

都
で
暮
ら
し
、
昭
和
六
十
三
年
の
秋

に
大
洲
へ
や

っ
て
き
ま
し
た
。

'v
大
学
時
代
に
、
言
語
学
を
か
じ
っ

て
い
た
せ
い
か
、
方
言
な
ど
に
は
興

味
が
あ
っ
て
・
・
・
大
洲
の
場
合
、

「
わ
ら
ぶ
」
な
ど
、
島
根
や
鳥
取
の

ほ
う
で
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
に
近

い
部
分
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
ね
。
な

に
か
歴
史
的
な
背
景
が
あ
る
ん
で
し

ょ
ト
フ
か
・

V
自
然
環
境
と
い
う
点
で
は
、
大
変

恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

長
女
と
長
男
は
、
京
都
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
二
年
ほ
ど
生
活
し
た
ん
で
す
が

そ
の
問
、
土
を
踏
ん
で
歩
く
と
い
う

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
ア
ス
フ

旅
の
思
い
出

私
は
、
職
務
上
国
内
各
地
の
観
光

地
へ
旅
す
る
機
会
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
添
乗
員
と
し
て
、
事
前
に
宿
泊

先
の
施
設
の
状
況
や
名
物
料
理
、
従

業
員
の
サ
ー
ビ
ス
マ
ナ
l
に
至
る
ま

で
詳
し
く
吟
味
を
加
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
お
客
さ
ま
全
て
が
、

一
O

O
M
W満
足
す
る
旅
行
と
い
う
の
は
、

な
か
な
か
実
現
す
る
の
が
難
し
い
よ

う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
何
度
か
九
州
の
由
布

院
に
旅
行
す
る
機
会
が
あ
り
、
民
芸

村
や
辻
馬
車
な
ど
を
見
て
き
ま
し
た
。

い
つ
行
つ
で
も
、
大
勢
の
観
光
客
が

町
の
各
所
を
散
策
し
て
い
ま
す
。
土

産
物
屋
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て
、

ア
ル
ト
の
上
ば
か
り
・

・
-
そ
の
点

大
洲
は
、
ま
だ
ま
だ
土
が
残

っ
て
い

ま
す
か
ら
ね
。

V
食
生
活
の
部
分
で
は
、
や
は
り
、

野
菜
が
豊
富
で
安
い
な
あ
と
思
い
ま

す
。
特
に
竹
の
子
な
ど
は
、
「
京
都

の
丹
後
の
竹
の
子
、

一
本
五
千
円
」

な
ん
で
い
う
環
境
に
い
ま
し
た
か
ら
、

こ
ち
ら
へ
来
て
、
裏
山
に
竹
の
子
が

に
ょ
き
に
ょ
き
生
え
て
い
る
の
を
見

て
、
も
う
び

っ
く
り
!
こ
ち
ら
へ
来

た
頃
は
、
よ
く
調
理
し
た
も
の
で
す
o

v
山
口
県
で
は
、
夏
に
、
関
門
大
橋

を
は
さ
ん
で
、
下
関
と
門
司
の
両
側

で
盛
大
に
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

大
洲
の
花
火
は
、
規
模
の
上
で
は
少

J
R
大
洲
旅
行
セ
ン
タ
ー
所
長

行
F 晶『

メヒ

正
弘

従
業
員
の
明
る
い
笑
顔
と
行
き
と
ど

い
た
接
客
態
度
に
は
、
い
つ
も
感
心

し
ま
す
。
宿
泊
施
設
も
、
大
き
い
物

こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
数
多
く
営
業
さ

れ
て
お
り
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
観

光
協
会
の
運
営
に
な

っ
て
い
ま
す
。

町
全
体
と
し
て
の
観
光
客
の
受
け
入

れ
態
勢
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

以
前
テ
レ
ビ
で
、
由
布
院
を
舞
台

に
し
た
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
う
ち
の

旅
行
セ
ン
タ
ー
に
も
、
数
多
く
の
由

布
院
旅
行
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま

す
が
、
旅
す
る
人
に
は
、
気
ま
ぐ
れ

し
こ
れ
に
劣
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

花
火
と
舟
と
水
面
の
織
り
成
す
情
景

は
絶
品
で
す
ね
。

V
子
供
た
ち
(
長
女
早
織
ち
ゃ
ん
H
H

六
歳
、
長
男
朔
く
ん
H
H
四
歳
、
次
女

優
花
ち
ゃ
ん
H
H

一
歳
)
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
名
の
と
お
り
、
人
間
性
豊
か

に
、
優
し
い
心
を
持

っ
て
、
の
び
の

び
と
育

っ
て
欲
し
い
で
す
。

な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
何
ら
か
の
動
機

が
あ

っ
て
旅
を
楽
し
む
よ
う
で
す
。

大
洲
に
も
、
肱
川
を
メ
イ
ン
と
し

た
観
光
資
源
が
豊
富
に
あ
り
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
の
ロ
ケ
も
度
々
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
最
近

は
、
「
東
京
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
」
の

ロ
ケ
の
影
響
か
、
東
京
・
大
阪
の
若

い
女
性
の
聞
で
当
地
の
人
気
が
上
昇

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
由
布
院
の
よ
う
に
、
年

間
を
通
し
て
観
光
客
に
来
て
も
ら
え

る
「
魅
力
あ
る
宿
泊
施
設
」
や
「
土

産
物
屋
L

な
ど
の
整
備
も
必
要
で
し

ょ
う
し
、
従
業
員
の
接
客
マ
ナ
ー
の

向
上
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
整
備
も
必

要
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
も
う

一
つ
の

切
札
と
し
て
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も

「
温
泉
」
で
あ
る
こ
と
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。

7 



水
道
の
故
障
は
市
の
公
認
業
者
ヘ

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
供
給
し
て
い

る
水
道
は
、
法
律
に
よ

っ
て
厳
し
く

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
、

水
道
の
新
設
・
改
良
・
修
理
な
ど
を

す
る
場
合
に
は
、
必
ず
市
の
指
定
す

る
公
認
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

公
認
業
者
で
な
い
者
が
工
事
を
し
た

場
合
に
は
、
給
水
で
き
ま
せ
ん
か
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
家
庭
で
安
心
し
て
水
道

水
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

工
事
の
工
法
・
使
用
材
料
な
ど
に
細

か
い
基
準
が
設
け
て
あ
る
か
ら
で
す
。

大
洲
市
の
公
認
業
者
は
左
表
の
通

り
で
、
こ
れ
ら
の
業
者
を
代
表
し
て

管
工
事
協
同
組
合
(
宮
⑫
3
3
9
8
)

が
あ
り
ま
す
。

受
水
槽
(
叩

3m未
満
)
の

立
入
調
査
・
指
導
に
つ
い
て

水
道
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
す

で
に
叩
ば
以
上
の
受
水
槽
に
つ
い
て

は
、
市
へ
の
届
け
出
と
年

一
回
の
清

掃
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
法
の
規
制
の
な
い
叩
ば
未
満

の
受
水
槽
に
つ
い
て
、
水
道
週
間
期

間
中
に
、
市
公
認
業
者
及
び
水
道
課

職
員
が
水
道
法
に
基
づ
く
立
入
調
査

・

指
導
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
の
検
針
と

取
り
替
え
に
ご
協
力
を

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
ご
家
庭
で
使

用
さ
れ
た
水
の
量
を
正
確
に
記
録
し
、

水
道
料
金
を
計
算
す
る
上
で
大
切
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
も

見
や
す
く
清
潔
に
、
ま
た
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
、
有
効
期
間

(
八
年
)
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
聞
が
来
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
タ
ー
を
取

り
替
え
ま
す
の
で
、
水
道
業
者
が
出

向
い
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

(無
料
)
。

※
そ
の
他
、
水
道
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
水
道
課
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
代
表
)
内
線
3
7
7

宮
⑫
3
7
5
3
(
直
通
)

市の公認業者一覧表

業 者 名 所在地 電 言舌

淳山水道工事 庖 田 口 24-2583 

い の 水 道 工事庖 jン 24-2216 

伊ー 予屋 イ主 壬日F文L 大 が'1'1 24-2541 

内田電気水道設備 徒i フオド木ミ 25-2858 

大塚 鉄 工 所 新 :c;: 仁O' 25-0300 

岡福水道工事庖 田 口 24-3656 

(有)オク ダ設備 柚 木 24-3674 

卒中 田 主失 工 戸斤 東大洲 24-4122 

神 南 壬両又尺a i蒲 菅 田 25-4684 

1成 戸 電 業 本土 徒i 森 25- 2944 

久 f呆 鉄 工 所 八多喜 26-0537 

佐 藤水 道 庖 中 キナ 24-4410 

j竜 田 商 庖 新 1ムCJ 25-0901 

(柑土居鉄工所 東大洲 24-4519 

i恵 ヌオドノくド 吾両又π， {議i 徳、 森 25-4023 

中野管工事工業 中 キす 24-3792 

(有)南予水道住設 若 ，品~一一， 24-4577 

西 田 オt 道 庖 八 多 喜 26-0265 1 

浜 住 吾白又凡 備 1国'" 田 25-4645 

星 力日 主失 工 所 八 多 喜 26-0020 

(有) 丸 電 工 業 若 宮 24-5351 

原 言支 備 大 iHI 24-3783 

(有)アサノ設備 ~t ノ口、 24-0783 

No.163 

「
人
権
と
歴
史
」

戦
後
の
部
滞
解
放
運
動
(
つ
づ
き
)

そ
し
て
、
財
閥
の
解
体
、
独
占
の

禁
止
も
次
第
に
く
ず
れ
、
経
済
社
会

の
変
動
の
な
か
で
不
安
に
お
び
や
か

さ
れ
続
け
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
全
国
水
平
社
の
運
動
を
ひ

き
つ
ぎ
、
一
九
四
六
(
昭
和
二
十

二

年
二
月
に
「
部
落
解
放
全
国
委
員
会
」

を
結
成
し
、
戦
争
中
と
だ
え

τ
い
た

部
落
解
放
運
動
の
再
建
を
は
か
り
ま

し
た
。

そ
の
年
の
十

一
月
三
目
、
平
和
主

義
と
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
を
柱
と
す
る
、
民
主
主
義
の
精
神

を
も
り
こ
ん
だ
日
本
国
憲
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
憲
法
の
精
神
こ

そ
、
大
正
十
一
年
、
全
国
水
平
社
創

立
以
来
、
解
放
運
動
が

一
貫
し
て
待

ち
望
ん
で
い
た
も
の
で
し
た
。

解
放
運
動
の
発
展

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
憲
法
が
制

定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
、
そ
の

な
か
み
が
す
ぐ
実
現
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
新
憲
法
が
保

障
し
た
国
民
の
権
利
も
、
国
民
は
も

と
よ
り
、
社
会
的
に
底
辺
に
お
か
れ

て
き
た
人
び
と
に
と

っ
て
は
、
ま
だ

ま
だ
ほ
ど
遠
い
も
の
で
し
た
。

戦
後
の
解
放
運
動
は
、
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
国
民
の
権
利
を
、
生
活
の

中
で
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
働
き

か
け
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
、
オ
-

8 

人
権
と
同
和
教
育

ル
ロ
マ
ン
ス
事
件
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。

オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
事
件
と
い
う
の

は
、
雑
誌
「
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
」
に

京
都
市
内
の
対
象
地
域
の
よ
う
す
を
、

差
別
的
に
描
い
た
小
説
が
の
せ
ら
れ

た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
作
者
は

保
健
所
に
勤
務
す
る
京
都
市
の
公
務

員
で
し
た
。
部
落
解
放
全
国
委
員
会

は
、
こ
の
は
わ
な
差
別
小
説
を
か
い

た
本
人
を
糾
弾
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

小
説
に
描
か
れ
て
い
る
京
都
市
内
の

対
象
地
域
の
悲
惨
な
よ
う
す
を
の
こ

し
て
い
る
の
は
だ
れ
の
責
任
か
と
い

う
こ
と
を
追
求
し
て
い
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
対
象
地
域

を
社
会
的
に
低
位
な
ま
ま
に
ほ

っ
て

お
い
た
日
本
の
政
治
の
責
任
で
あ
り
、

直
接
的
に
は
、
京
都
市
の
行
政
が
差

別
を
の
こ
し
て
き
た
責
任
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
翌
年
に
は
、
市

に
特
別
委
員
会
を
つ
く

っ
て
、
同
和

問
題
に
対
す
る
具
体
的
な
取
組
が
始

ま
り
ま
し
た
。

(
つ
づ
く
)



臥龍のj度レ “運航開始"企 4.5

‘4.4 
六
月
一
日
の
?
ユ
漁
解
禁
室
前
に
肱
川
漁

協
丹
、
肱
川
本
流
や
支
流
に
稚
?
ユ
十
二

万
匹
き
放
流
し
中
小
レ
だ
。

刀
肱
川
の
昼
の
素
顔
に
触
れ
て
み
て
μ

新し〈スQートレだ昼間の川下lJ企 4.25

告
⑪
3
1
3
3

8
@
2
6
6
4
 

ずIIct怠Ictん‘'謙太郎さん登場

4月10日lこ行われだ交通安全パレード。

ずll6怠16ん!己準ミス大洲め桝原幸恵さ

ん、 夫謙太郎iこ桝田市長げ扮レ、人力

車の上h"~う交通安全を訴えJミレだ。

4 .10 
可F

d

司
四
月
二
十

一
日
、
四
国
縦
貫
自
動
車
道
伊
予

1

大
洲
聞
で
初
の
中
心
杭
打
ち
式
が
、
新
(
人
口
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
自
動
車
道
は
西
条

1
川
内
聞
で
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
南
予
で

も
着
工
に
向
け
て
の
作
業
が
本
格
化
し
ま
す
。

畳
間
の
肱
川
で
水
郷
情
緒
を
楽
し
む
「
臥
龍

の
渡
し
」
が
、
今
年
も
四
月
五
日
か
ら
運
航
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
渡
し
は
、

昭
和
五
十
五

年
か
ら
観
光
協
会
の
主
催
で
開
設
さ
れ
た
も
の

で
、
如
法
寺
河
原
と
臥
龍
山
荘
下
の
河
原
を
結

び
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
渡
し
に
加
え
、

「
よ
り
ゆ
っ

た
り
と
昼
間
の
川
下
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
」

と

μ

肱
川
ラ
ン
チ
と
臥
龍
山
荘
ミ
ニ
ツ
ア

l
u

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昼
食
を
と

り
な
が
ら
少
彦
名
神
社
対
岸
か
ら
臥
龍
山
荘
下

の
河
原
ま
で
、
約
二
キ
ロ
の
川
下
り
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
も
の
で
、
料
金
は
、
昼
食
代
と
臥
龍

山
荘
の
見
学
料
を
含
め
て
二
千
円
。
五
人
以
上

の
団
体
で
乗
船
の
三
目
前
ま
で
に
左
記
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

O
国
民
宿
舎
臥
龍
苑

O
大
洲
市
観
光
協
会

品管3

9 



槽槍鰭~cto

H

県
内

俳
誌
震
μ

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

四
月
三
十
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金

一
封

市

木

松

田

恒

善

金

一
封
(
歌
謡
祭
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
収
益
金
の

一
部

)

阿

蔵

久

米

地

区
カ
ラ
オ
ケ
趣
味
の
会

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
会
へ
)

上

須

戒

長

田

伴

治

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

平

田

徹

金
一
封
(
平
地
下
鶴
寿
会
へ
)

郷
土
の
歴
史
と
文
化
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

市
立
博
物
館
で
は
、
次
の
要
領
で
生

涯
学
習
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

大
洲
の
歴
史
、
文
化
、
芸
術
に
つ
い
て

学
び
、
郷
土
に
対
す
る
理
解
を
深
め
合

う
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
早
目
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
開
設
時
期
】

平
成
四
年
六
月

1
十
二
月

【
開
設
場
所
】

大
洲
市
立
博
物
館

【
対
象
者
}

大
洲
市
内
に
在
住
す
る
成
人

【
運
営
方
法
】

受
講
生
相

E
の
自
主
活
動
を
望
む

{
募
集
期
限
な
ど
】

六
月
十
日
附
ま
で
に
、
電
話
又
は

は
が
き
で
博
物
館
あ
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

住
所
一
大
洲
市
中
村
六
一
八

電
話

一
@
4
1
0
7

4月末までの

大洲市内の交通事故

近
代
俳
句
の
革
新
者
・
正
岡
子
規
を

生
ん
だ
本
県
は
、
俳
句
人
口
が
多
く
、

そ
の
結
社
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
り
ま

す。
今
回
、
市
立
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら

各
結
社
の
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
が
、

各
社
の
前
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い

「
県
内
俳
誌
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

す
で
に
俳
句
を
た
し
な
ん
で
い
る
人
は

メ
モ
を
と
り
、
・
お
互
い
の
学
習
と
他
社

と
の
交
流
の
場
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ま
だ
俳
句
と
い
う
世
界
に
余

り
接
し
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
こ
れ
を

機
に
、
俳
句
文
化
に
足
を
踏
み
入
れ
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

開
催
期
間

1
六
月
三
十
日

開
催
場
所
大
洲
市
立
博
物
館

四
階
展
示
室

※
毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日
及
び
月
曜
・

祝
祭
日
は
閉
館
日
に
な
り
ま
す
の
で
、

4

ゑ
F
i
i
;
?

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

L
S

・J・-Ji--3
〉〉
-、1
2
2
3
c
z
a
r
3
2
3
1
f
p
e
-
3
J
a
s
-
-山
2
1
r

E
・g
・-万九
e
L
a
-
-
1
J
6
t
6
J
J
J

・-Z
2丸
町

3

2
♂

t
J
J
v
r

平

野

町

加

藤

正

通

一

金

一

封

(

肱

南

地

区

社

協

へ

)

一

大

洲

中

尾

熊

夫

(
物
品
の
口
座
)

小
物
入
れ
五
十
八
個

(
新
谷
地

区

…

八
十
五
才
以
上
の

方

へ

)

川

喜
多
山

橋

本

寿

穂

一

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
山

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

川

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

4月末現在 昨年同期

件 数 6 1 7 3 

負傷者 7 3 9 8 

死 者 l l 

新
刊
図
書
案
内

新

聞

の

読

み

方

岸

本

重

陳

著

夢

か

な

い

ま

す

無

能

唱

元

著

も
う
一
度
生
か
さ
れ
て
高
田
真
快
著

少

欲

知

足

の

す

す

め

斎

藤

茂

太

著

母

の

詩

月

刊

「
致
知
」
編
集
部
編

シ
|
ボ
ル

ト
の
娘
た
ち
羽
仁
説
子
著

人

生

に

無

駄

な

し

品

川
登
美
著

伝
統
こ
け
し
と
み
ち
の
く
の
旅講

談
社
編

日

本

に

異

議

あ

り

佐

官

同

信

著

こ
ん
な
親
だ
か
ら
非
行
に
は
し
か

相
部
和
男
著

日

本

企

業

の

悲

劇

霊

見

芳

浩

著

ー
を
調
べ
て
叩
を
知
る
科
学

鈴
木
義
一
郎
著

第
二
の
地
球
は
あ
る
か
磯
部
秀
三
著

臓
器
移
植
を
ど
う
考
え
る
か秋

山
暢
夫
著

腰

病

を

治

す

操

体

法

金

井

聖

徳

著

心
身
症
は
こ
う
し
て
治
す
河
野
友
信
著

渡
来
食
は
じ
ま
り
紀
行
富
田

仁

著

じ

ぶ

ん

の

ス

タ

イ

ル

吉

本

由

美

著

現
代
の
食
と
食
品
産
業

農
業
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
著

平
山
郁
夫

・
絹
の
道
か
ら
大
和
へ

平
山
郁
夫
著

水

上

の

格

闘

者

た

ち

木

村

幸

治

著

カ
メ
ラ
は
私
の
武
器
だ

っ
た
暮
尾
淳
著

ク

イ

ズ

は

創

造

力

長

戸

勇

人

著

ア
メ
リ
カ

1
9
3
7

名
取
洋
之
助
写

真

集

講

談

社
編

外
国
人
に
も
話
せ
る
・

A
7
ど
き
の
若
者

は

チ

ャ

ン

、

不

ル

引
編

消
え
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
字
神
幸
男
著

は
る
か
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ィ
山
中

恒
著

の

る

か

そ

る

か

津

本

陽

著

10 

黄

金

海

流

安

部

龍

太

郎

著

水

よ

り

も

濃

く

吉

川
英
明
著

仮

面

劇

折

原

一
著

魔

術

は

さ

さ

や

く

宮

部

み

ゆ

き

著

こ

と

ば

の

国

清

水

義

範

著

き

の

こ

安

部

譲

二

著

男

に

つ

い

て

松

原

敏

春

著

女

と

男

の

肩

書

藤

堂

志

津

子

著

菜

の

花

さ

く

ら

阪

田

寛

夫

著

生

き

る

よ

ろ

こ

び

瀬

戸

内

寂

聴

著

だ

か

ら

何

な

ん

だ

景

山

民

夫

著

あ
し
た
に
な
れ
ば
虹
は
紫
門
ふ
み
著

笑
っ
て
ケ
ツ
カ
ッ
チ
ン
阿
川
佐
和
子
著

春

灯

雑

記

司

馬

遼

太

郎

著

物

と

心

の

履

歴

書

高

田

宏

著

悲
し
き
モ
ツ

・
レ

ク

狩

能

弘

之

著

誰
が
ム

y
ソ
リ

l
ニ
を
処
刑
し
た
か

木
村
裕
主
著

会

員

を

募

集

平
成
四
年
度
の
生
涯
学
習
講
座
と
し

て
、
次
の
二
講
座
を
設
け
ま
し
た
の
で
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
古
文
書
解
読
講
座

七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
各
月
第

三
水
曜
日
の
午
前
中
に
開
講
。
テ
キ

ス
ト
は
無
料
。

ニ

読

書
会
講
座

七
月
か
ら
十

一
月
ま
で
、
各
月
第

二
水
曜
日
の
午
前
中
に
開
講
。
テ
キ

ス
ト
は
図
書
館
で
お
世
話
し
ま
す
が、

有
料
で
す
。

※
て
二
の
両
講
座
と
も
に

会

費

二

百

円

申
込
方
法
電
話
で
図
書
館
ま
で

8
@
4
4
1
9
 



マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

「年
金
住
宅
融
資
」
で

A
7
年
度
第
一
回
目
の
「
年
金
住
宅
融

資
」
の
受
付
期
限
が
迫

っ
て
い
ま
す
。

次
の
要
領
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

融
資
を
希
望
す
る
人
は
、
急
、
ぎ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

-
利
用
で
き
る
人
。

現
在
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
で
、

加
入
期
間
が
三
年
以
上
あ
る
人
(
国
民

年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
を
含
む
)

.
資
金
の
使
い
途
.

住
宅
の
新
築
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・
建
売

住
宅
・
中
古
住
宅
の
購
入
、
及
び
増
改

築
な
ど
の
住
宅
改
良
資
金
(
無
抽
選
、

先
着
順
)

A-融
資
金
額

A'

所
要
資
金
の
剖
%
以
内
で
、
最
高
千

九
百
四
十
万
円
ま
で
。

(
老
人
・
身
障

者
同
居
と
在
宅
ケ
ア
の
割
増
有
り
)

。
融
資
利
率
.

年
五

・
三
%
(
一
般
貸
付
)

(
金
融
情
勢
に
よ
り
、
変
更
さ
れ
る
場

徳、森設備

ft25-4023 

言支f主

番

水道業者の

屋

当

予

水

4ヲ壬

j属

6月 6日(土)

-

業

4
・

p
b
 

q
L
 A-

ヮ“mu 

合
が
あ
り
ま
す
。
)

。
返
済
方
法
.

元
金
均
等
返
済
、
元
利
均
等
返
済
の

選
択
が
で
き
ま
す
。

A-返
済
期
間
.

住
宅
の
種
類
に
よ
っ
て
五
年
か
ら
三

十
五
年

。
受
付
期
限
。

平
成
四
年
六
月
十
九
日
幽
(
予
定
)

※
た
だ
し
、
融
資
が
予
定
枠
に
達
し
ま

す
と
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
り
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
社
団
法
人
愛

媛
県
年
金
福
祉
協
会
(
松
山
市
南
堀
端

町
五
番
地
七
松
山
東
京
生
命
館
、

8
0
8
9
9
⑪
7
6
6
7
)
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

工

ft24-5351 

岡福水道工事庖

電丸(有)6月 7日(日)

合 24-3783

鉄工所

ft24-3656 

匝設備

ft25-0300 

いの水道工事庖

士家大

6月13日(土)

6月14日(日)

保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か
?

ー
国
民
年
金

1

老
後
や
万

一
の
時
、
一
番
頼
り
に
な

る
の
が
年
金
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
事
故
や
病

気
の
時
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す。
保
険
料
は
、
納
期
限
か
ら
二
年
た
つ

と
、
後
で
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
期
日
ま
で
に
、
き
ち
ん
と

納
め
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
経
済
的
理
由
な
ど
で
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
に
は
、
納
付
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
の

手
続
き
を
し
て
お
く
と
、
年
金
を
受
け

る
権
利
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

含
⑪
2
1
1
1
内
線
2
5
6
・
2
5
7

まま 24-2216

南 設 備

ft25-4684 

内 田 電 気 水 道 設 備

ft25-2858 

所

イ主

鉄

ク

告 24-3674

庖

ft24-4410 

戸斤

ft26-0537 

ダ設備

工

道7J<. 藤

f呆

(有)オ

ネ申

久

6月20日(土)

6月21日(日)

工

ft24-4122 

f粛苦八s

o)< 

鉄田

f主

神

I兵

6月27日(土)

うh¥いを

ft25-4645 

業社

庖

合 25-2944

ft25-0901 

詳しくは水道課まで

合⑫ 2111内線 377

道

電

7J'( 

戸

田

I成

滝

6月28日(日)

大
洲
市
観
光
事
業
の
目
玉
コ
7
か
い
」

も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

年
々
盛
況
を
博
し
、
年
間
二
万
人
余
り

の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

う
か
い
登
録
庖
組
合
で
は
、

市
民
の

皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、

コ
7
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」
を
設

け
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
隣
近
所
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

一

日

時

平
成
4
年
6
月
7
日
間

日
時
加
分
か
ら
幻
時

(
小
雨
で
も
実
施
し
ま
す
が
、
ダ
ム

の
放
流
な
ど
で
実
施
不
可
能
の
場
合

は、

6
月
M
日
に
順
延
し
ま
す
。
)

ニ
乗
船
場
所

静
心
園
下
河
原
(
少

彦
名
神
社
対
岸
)

三
利
用
料
金

小
型
船

一
隻

(十
人
乗
)
八
千
円

(平
常
二
万
円
)

大
型
船
一
隻
(
十
八
人
乗
)
一
万
円

(平
常
二
万
九
千
円
)

※
大
型
船
8
隻
、
小
型
船
田
隻
を
準

備
し
て
い
ま
す
が
、
予
約
が
定
員
に

達
し
次
第
、
申
込
を
締
め
切
り
ま
す
。

四
申
込
要
領

山
飲
食
物
持
ち
込
み
自
由
で
す
が

庖
に
申
し
込
む
場
合
は
、
必
ず
、

乗
船
す
る
船
を
出
す
庖
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

間
申
込
先
大
洲
市
観
光
協
会

告
⑪
2
6
6
4

間
人
員
小
型
船
は
7
人
以
上
、
大

型
船
は
日
人
以
上
の
団
体
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

日
時

6
月
8
日

間

叩

時

l
M
時

6
月
幻
自
何
日
時
l
M
時

場
所
い
ず
れ
の
日
も
市
役
所
三
階
会

議
室

【
人
権
相
談
】

日
時

6
月
日
日
附
日
時

1
口
時

6
月
詑
日
州
日
時

1
口
時

場
所
同
日
は
南
久
米
公
民
館
、
泣
日

は
市
役
所
二
階
会
議
室

{
法
律
相
談
}

日
時

6
月
5
日

幽

日

時

l
m
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

{
心
配
ご
と
相
談
】

日
時

6
月
1
、
刊、

お
日

3
土
寸

1
6土
寸

l

H

1

日

場
所

市
役
所
三
階
会
議
室

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

{
行
政
相
談
】

日
時

6
月
初
日
間

9
時
l
u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
⑪
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
含
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

{
社
会
保
険
相
談
}

日
時

6
月
5
、

n目
印

時

1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
】

日
時

6
月
お
日
附
日
時
i
u
時

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
的
歳
以
上
の
人

【
何
で
も
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
含
@

6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑮
0
9
4
7

{不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

6
月
日
日

9
時
l
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

フ
ヂ
エ
ダ
花
底
二
階
、
常
磐
町
四

【
青
少
年
相
談
電
話
】

青
少
年
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
お

答
え
し
ま
す
。

と
き
毎
日
の
執
務
時
間
中

電
話
番
号
@
九
匂
h
M
U

歯

科

冨邑句、

主9ミ

|休|日|急|患|診|療|

12 

松尾産婦人科 (中村)

宮 24-5803

大洲中央病院(東大計1)

ft24-4551 

池田泌尿器科 (東大洲)

宮 24-3100

大洲中央病院(東大iHI)

宮 24-4551

1青家産婦人科(東大洲)

ft24-6868 

大洲中央病院(東大洲)

宮 24-4551

泉内科(東大洲)

ft24-6407 

大洲中央病院(東大洲)

宮 24-4551

相

実

施

日

内

容

6
月
口
日
附
成
人
歯
科
相
談

6
月
払
日
附

乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
一
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

合

@
3
1
6
5

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

6
月
4
日
開

場

所

時

間

大
洲
記
念
病
院

9
時
却
八
刀

l
u
時

市
立
大
洲
病
院

日
時
l
M
時

6
月
日
日
附

場

所

時

間

大
洲
市
農
協

9
時
加
分
l
u
時

大
洲
中
央
病
院
日
時
l
M
時

6
月
白
日
同
(
成
分
献
血
)

場

所

時

間

大

洲

市

役

所

叩

時

1
口
時

6月 7日(日)

-6月14日(日)

6月28日(日)

6月21日(日)

後

「む==ロ

か
ら
発
刊
さ
れ
た
「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し

と
里
う
た
」
な
ど
を
参
考
に
、
大
洲
に

残
る
伝
説
の
数
々
と
、
そ
の
舞
台
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
大
洲
も
雨
の
季
節

を
迎
え
ま
す
。
降
り
過
、
ぎ
ず
、
照
り
過

ぎ
ず
、
適
度
な
梅
雨
で
あ
り
ま
す
よ
う

読
み
や
す
く
、
親
し
み
ゃ
す
い
広
報

を
目
指
し
て
、
五
月
口
汚
か
ら
判
や
活
字

の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
ま
し
た
。
読
み

心
地
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?
ま
た
、

の
び
の
び
に
な
っ
て
い
ま
し
た
表
紙
の

シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
か
ら
「
伝
説
の
地

を
行
く
」
が
ス
タ
ー
ト
。
教
育
委
員
会

保健センターだより

.乳幼児健康診断.

実施日 該当者

6月 9日伏) 平成 4年 1月生※

6月11日(木) 平成 2年11月生

6月16日伏) 平成 3年10月生※

6月23日伏) 平成 3年 7月生※

6月30日伏) 平成元年 5月生

※は肱南・肱北地区のみ

受付時間 13 : 00-13 : 30 

実施場所大洲保健センター

持参品母子健康手帳

6月16日は育児相談だけです0

.健康相談.

日 時三 6月10日(水)

9 : 30-12 : 00、13: 00-15:00 

場所 市役 所2階会議室

.胃及び大腸検診4・
実施日 場所

6月 2日(火) 市民会館

6月25日(木)
H呆{建センタ-

6月26日働 j

受付時間 8 : 00-10 : 00 

検診料 胃がん検診 900円

大腸がん検診 40 0円

対象者 40歳以上の人

.婦人がん検診4・
実施日 場所

6月 2日(火) 市民会館

6月 3日(水) 三善連絡所

6月 4日(木)蔵川 (基幹集落セ

ンター)

た

6月25日(木)
}保T建センタ-

6月26日制 !

受付時間 13 : 00-13 : 30 

検診 料子 宮がん検診 700円

手しがん検診 200円

対象者 30歳以上の女性

.成人病及び結核検診.

実施日 場所

6月 2日伏) 市民会館

6月25日(木)
}保健センタ -

6月26日後)J 

受付時間 9 : 30-11 : 00 

13 : 00-15 : 00 

無料

39歳未満の女性

40歳以上の男女

中食診料

対象者
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